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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 23日 (2007.5.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ 直 径 の 異 な る 円 形 断 面 を 有 す る 複 数 の 管 体 を 挟 み 込 む 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 有
し 、 そ の 各 ク ラ ン プ 部 材 が 、 複 数 の 凹 部 を 有 す る 弾 性 体 と こ の 弾 性 体 の 外 側 面 に 固 着 さ れ
た 補 強 板 と か ら な り 、 前 記 弾 性 体 の 各 凹 部 に 管 体 を 配 置 し た 状 態 で 当 該 一 対 の ク ラ ン プ 部
材 を 合 わ せ る こ と に よ り 、 複 数 の 管 体 を 前 記 複 数 の 凹 部 に て 保 持 す る 構 造 の ク ラ ン プ に お
い て 、
　 前 記 複 数 の 管 体 の う ち 、 ｎ （ ｎ ＝ 正 の 整 数 ） 番 目 の 管 体 の 直 径 を Ｄ ｎ 、 ｎ 番 目 の 管 体 を
保 持 す る 前 記 凹 部 の 曲 率 半 径 を Ｒ ｎ 、 ｎ 番 目 の 凹 部 の 管 体 保 持 中 心 を 通 り 前 記 弾 性 体 の 合
わ せ 面 に 直 交 す る 方 向 に お け る 当 該 弾 性 体 の 合 わ せ 面 か ら 一 対 の 補 強 板 の 各 内 側 表 面 ま で
の 距 離 を そ れ ぞ れ Ｌ ｎ １ ， Ｌ ｎ ２ と す る と 、 前 記 弾 性 体 の 圧 縮 率 が ［ （ Ｄ １ － ２ Ｒ １ ） ／
（ Ｌ １ １ ＋ Ｌ １ ２ － ２ Ｒ １ ） ＝ （ Ｄ ２ － ２ Ｒ ２ ） ／ （ Ｌ ２ １ ＋ Ｌ ２ ２ － ２ Ｒ ２ ） ＝ ・ ・ ・
＝ （ Ｄ ｎ － ２ Ｒ ｎ ） ／ （ Ｌ ｎ １ ＋ Ｌ ｎ ２ － ２ Ｒ ｎ ） ］ の 関 係 を 満 た し て い る こ と を 特 徴 と
す る ク ラ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 体 が ゴ ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ク ラ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 構 成 す る 前 記 弾 性 体 及 び 前 記 補 強 板 が 、 互 い に 非 対 称 の 形 状
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ク ラ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 自 動 車 用 の 管 体 を 連 結 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ク ラ
ン プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 そ れ ぞ れ 直 径 の 異 な る 円 形 断 面 を 有 す る 複 数 の 管 体 を 挟 み 込 む 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 有
し 、 そ の 各 ク ラ ン プ 部 材 が 、 複 数 の 凹 部 を 有 す る 弾 性 体 と こ の 弾 性 体 の 外 側 面 に 固 着 さ れ
た 補 強 板 と か ら な り 、 前 記 弾 性 体 の 各 凹 部 に 管 体 を 配 置 し た 状 態 で 当 該 一 対 の ク ラ ン プ 部



材 を 合 わ せ る こ と に よ り 、 複 数 の 管 体 を 前 記 複 数 の 凹 部 に て 保 持 す る 構 造 の ク ラ ン プ に お
い て 、
　 前 記 弾 性 体 の 圧 縮 率 が 、 前 記 直 径 の 異 な る 複 数 の 管 体 の 全 て に つ い て 同 一 と な る よ う に
構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ク ラ ン プ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ク ラ ン プ は 、 そ れ ぞ れ 直 径 の 異 な る 円 形 断 面 を 有 す る 複 数 の 管 体 を 挟 み 込 む 一
対 の ク ラ ン プ 部 材 を 有 し 、 そ の 各 ク ラ ン プ 部 材 が 、 複 数 の 凹 部 を 有 す る 弾 性 体 と こ の 弾 性
体 の 外 側 面 に 固 着 さ れ た 補 強 板 と か ら な り 、 前 記 弾 性 体 の 各 凹 部 に 管 体 を 配 置 し た 状 態 で
当 該 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 合 わ せ る こ と に よ り 、 複 数 の 管 体 を 前 記 複 数 の 凹 部 に て 保 持 す
る 構 造 の ク ラ ン プ に お い て 、 前 記 複 数 の 管 体 の う ち 、 ｎ （ ｎ ＝ 正 の 整 数 （ １ ， ２ ， ３ ， ・
・ ・ ） ） 番 目 の 管 体 の 直 径 を Ｄ ｎ 、 ｎ 番 目 の 管 体 を 保 持 す る 前 記 凹 部 の 曲 率 半 径 を Ｒ ｎ 、
ｎ 番 目 の 凹 部 の 管 体 保 持 中 心 を 通 り 前 記 弾 性 体 の 合 わ せ 面 に 直 交 す る 方 向 に お け る 当 該 弾
性 体 の 合 わ せ 面 か ら 一 対 の 補 強 板 の 各 内 側 表 面 ま で の 距 離 を そ れ ぞ れ Ｌ ｎ １ ， Ｌ ｎ ２ と す
る と 、 前 記 弾 性 体 の 圧 縮 率 が ［ （ Ｄ １ － ２ Ｒ １ ） ／ （ Ｌ １ １ ＋ Ｌ １ ２ － ２ Ｒ １ ） ＝ （ Ｄ ２
－ ２ Ｒ ２ ） ／ （ Ｌ ２ １ ＋ Ｌ ２ ２ － ２ Ｒ ２ ） ＝ ・ ・ ・ ＝ （ Ｄ ｎ － ２ Ｒ ｎ ） ／ （ Ｌ ｎ １ ＋ Ｌ ｎ
２ － ２ Ｒ ｎ ） ］ の 関 係 を 満 た し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 本 発 明 の ク ラ ン プ は 、 そ れ ぞ れ 直 径 の 異 な る 円 形 断 面 を 有 す る 複 数 の 管 体 を 挟 み
込 む 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 有 し 、 そ の 各 ク ラ ン プ 部 材 が 、 複 数 の 凹 部 を 有 す る 弾 性 体 と こ
の 弾 性 体 の 外 側 面 に 固 着 さ れ た 補 強 板 と か ら な り 、 前 記 弾 性 体 の 各 凹 部 に 管 体 を 配 置 し た
状 態 で 当 該 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 合 わ せ る こ と に よ り 、 複 数 の 管 体 を 前 記 複 数 の 凹 部 に て
保 持 す る 構 造 の ク ラ ン プ に お い て 、 前 記 弾 性 体 の 圧 縮 率 が 、 前 記 直 径 の 異 な る 複 数 の 管 体
の 全 て に つ い て 同 一 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の ク ラ ン プ に お い て 、 前 記 弾 性 体 の 材 質 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 燃 料
系 パ イ プ な ど を 対 象 と す る 場 合 、 強 い ク ラ ン プ 力 が 要 求 さ れ る の で 、 弾 性 体 と し て は ク ロ
ロ プ レ ン ゴ ム な ど の ゴ ム を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 本 発 明 の ク ラ ン プ に お い て 、 上 記 一 対 の ク ラ ン プ 部 材 を 構 成 す る 弾 性 体 及 び 補 強
板 は 、 互 い に 非 対 称 の 形 状 で あ っ て も よ い 。
　 本 発 明 の ク ラ ン プ は 、 自 動 車 用 の 管 体 の 連 結 保 持 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

(2) JP 2006-38040 A5 2007.7.5


	header
	written-amendment

